
財団法人室蘭テクノセンター

テ　ー　マ　／　実績額
内　　　容

北海道鋳物産業における中核人材育成プロジェクト
実績額：９６,５６９千円（17、18年度）

（管理法人）

　財団法人室蘭テクノセンター

　ものづくり基盤技術の継承・発展のため産学官連携のもと製造現場にお
ける中核人材を育成する。内容は薄肉球状黒鉛鋳鉄、鋳造技術を応用し
た材料複合プロセスの開発と応用、及び凍結鋳型を課題とし、日本を代表
する「超鋳物」技術を擁する人材を育成するためのプログラムを開発するこ
とを目標に２年間実施してきました。その結果、平成１９年４月から室蘭工業
大学大学院材料物性工学専攻内に「ものづくり工学コース」を開設するに
至り、本事業の開発成果である実践的教育プログラムを活用することとなり
ます。

（再委託先・実施機関）

　室蘭工業大学、道立工業試験
場、
㈱日本製鋼所室蘭製作所
(協力機関）
㈱渡辺鋳工所、㈱光合金製作所、
トヨタ自動車北海道㈱　外

プロジェクトその④

事　業　メ　ニ　ュ　ー メ　　ン　　バ　　ー
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産学連携製造中核人材
育成事業

SolidWorksで作成したモデルをRPに送信、鋳型成形品が完成する様子。　ＩＴを鋳造現場の設計に活用することの一例。
（北海道工業試験場における実習にて）

実践的教育カリキュラムを開発するために、実証講義、インターンシップを実施しました。

１ ４３２

４３２１

通常の鋳型と凍結鋳型の両方に注湯、鋳型をばらし比較検討している様子。　凍結鋳型の特性、品質を実体験で理解するこ
ととなる。
（㈱光合金製作所と室蘭工業大学によるインターンシップの様子）
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　本事業は、鋳造現場における高度技術者を養成するためのカ
リキュラムを開発する事業で、平成１７年度は基礎科目のカリ
キュラムを開発、テキスト３冊、副教材であるＤＶＤを作成しまし
た。
　平成１８年度は実践的教育を本格化させ、凍結鋳造、高付加
価値、高機能化、ＣＡＤ，ＲＰなど応用科目５科目の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑを開発、多くの企業の協力の下、実証講義、インターンシップ
を行い、テキストと副教材ＤＶＤを作成しました。
　本事業で開発されたプログラムは、平成１９年４月開設の室蘭
工業大学大学院材料物性工学コース「ものづくり工学専攻」で
生かされることになります。引き続き、本コースの教育カリキュラ
ムを実践的視点からＰＤＣＡサイクルにより見直しを掛け、よりよ
いものにしていく予定です。本事業にご協力くださった方々に深
く感謝申し上げます。


